
戦争体験を聞く会 ・広島記念式典中学生派遣報告会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ とちぎ平和展を開催します
　戦争の悲惨さや核兵器のおそろしさを知り、命の尊さや平和について考えてみませんか。多くの皆様のご来場
をお待ちいたしております。なお、ご来場の際はマスクの着用をお願いします。

戦争体験を聞く会
〇被爆体験伝承者のお話
　広島から被爆体験伝承者を派遣していただき、被爆者から直接受
け継いだ被爆体験や平和への想いをお話しいただきます。
日時　８月16日（火）10時 30分～ 12時
場所　市役所本庁舎（万町）３階　正庁
定員　50人（先着順・予約不要）
費用　無料
〇戦争体験の語り部のお話
　戦争体験の語り部の阿

あ べ
部洋

ひろ こ
子さん、上

うえの
野和

かず こ
子さんに、戦時中にど

んなことが起きていたのかをお話しいただきます。
日時　８月17日（水）10時～ 12時
場所　市役所本庁舎（万町）３階　正庁
定員　50人（先着順・予約不要）
費用　無料

広島平和記念式典中学生派遣報告会
　市立中学校２年生 26人で構成される広島平和記念式典中学生派
遣団が３年振りに広島市を訪れ、戦争や広島への原子爆弾の投下に
ついて学んできます。中学生が広島への派遣を通して学んだことや
感じたことを、報告会にて発表します。ぜひご来場ください。
日時　８月26日（金）18時 30分～ 19時 30分
場所　市役所本庁舎（万町）３階　正庁
対象　どなたでも

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　とちぎ平和展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  日時　８月15日（月）～19日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　８時30分～ 17時（19日は 12時まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  場所　市役所本庁舎（万町）４階　通路
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  内容　原爆の図丸木美術館所蔵の「原爆の図」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　複製画や、出征時に使用した軍服等の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　現物資料などを展示します。

問 総務課 ☎（21）２３４２
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　　　平成２４年３月１日　                                                     栃木県栃木市

令和５年４月１日付採用令和５年４月１日付採用

 市役所職員市役所職員 およびおよび 消防職員募集消防職員募集
一次試験日一次試験日　９９月月 1818日（日）日（日）
場所：市役所本庁舎（万町）または場所：市役所本庁舎（万町）または
 キョクトウとちぎ蔵の街楽習館（入舟町） キョクトウとちぎ蔵の街楽習館（入舟町）
　申込期限　８月 12日（金）必着　申込期限　８月 12日（金）必着
※受付は郵送 および 電子申請※受付は郵送 および 電子申請

職種 採用予定人員 受験資格 および 年齢要件

一般事務 ２０名程度 平成５年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた方（学歴は問わない）

保健師 ２名程度

下記①または②のいずれかに該当する方
① ・平成５年４月２日以降に生まれた方
・保健師資格を有する方または令和５年３月末日までに保健師資格を取得する見込みの方

②
・昭和６３年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方
・保健師資格を有する方
・保健師、看護師または助産師として、民間企業または他官公庁で直近５年以内に
  ３年以上の実務経験を有する方（※1）

保育士
（幼稚園教諭） １名程度

下記①または②のいずれかに該当する方

①
・平成５年４月２日以降に生まれた方
・保育士資格および幼稚園教諭免許を有する方または令和５年３月末日までに保育士資格
  および幼稚園教諭免許を取得する見込みの方

②
・昭和６３年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方
・保育士資格および幼稚園教諭免許を有する方
・保育士または幼稚園教諭として、民間企業または他官公庁で直近５年以内に３年以上の
  実務経験を有する方（※1）

土木 ４名程度

下記①または②のいずれかに該当する方
① ・平成５年４月２日以降に生まれた方
・高等学校以上の土木に関する課程を卒業した方または卒業見込みの方

②
・昭和６３年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方
・高等学校以上の課程を卒業し、民間企業または他官公庁で直近５年以内に
  ３年以上の土木に関する実務経験を有する方（※1）（※ 2）

建築 ３名程度

下記①または②のいずれかに該当する方
① ・平成５年４月２日以降に生まれた方
・高等学校以上の建築に関する課程を卒業した方または卒業見込みの方

②
・昭和６３年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方
・高等学校以上の課程を卒業し、民間企業または他官公庁で直近５年以内に
  ３年以上の建築に関する実務経験を有する方（※1）（※ 2）

学芸員
（※2） ２名程度

・昭和５８年４月２日以降に生まれた方
・学校教育法による大学または大学院を卒業（修了）した方
・学芸員資格を有する方
・美術館において常勤・非常勤を問わず学芸員としての職務経験が２年以上（令和５年３月末日
  現在）あり、かつ、当該期間に日本画の展覧会の企画・立案、美術品・資料の収集・保存・管理・
  調査研究、教育普及の実務経験がある方

消防 ４名程度 ・平成１０年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた方
・採用後、栃木市またはその周辺に居住できる方

※１．上記のうち、受験資格②枠の実務経験年数について、大学院の修士課程修了者は、経験年数が２年以上であれば要件を満たすこととする。
※２．土木および建築の受験資格②枠の受験者並びに学芸員の受験者は、第１次試験を免除し、所定の様式により実務経験の内容の確認を行う。

試験案内の配布
職員課（市役所本庁舎3階）、本庁舎１階総合
案内、下の二次元コードからもダウンロード可
※消防職員は、市消防本部消防総務課、消防署、
　各分署でも配布

申込・問合先
市職員採用試験：職員課　☎ (21) ２３５１
消防職員採用試験：消防本部消防総務課
　　　　　　　　　　　　☎ (23) ３５２７ 一般一般 消防消防
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